
不要不急の大阪｢なにわ筋線｣
芦岑阪．

橋
下
市
長
検
討
を
表
明

　
大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長
は

６
日
、
大
阪
市
役
所
で
定
例

会
見
を
行
い
、
不
要
不
急
の

鉄
道
新
線
「
な
に
わ
筋
線
」

に
つ
い
て
「
行
政
的
な
手
続

き
に
乗
っ
け
て
い
く
」
と
述

・
べ
、
正
式
に
大
阪
府
と
共
同

　
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
明

　
ら
か
に
し
ま
し
た
’
。

　
　
「
な
に
わ
筋
線
」
に
つ
い

　
て
は
、
新
大
阪
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ

　
難
波
駅
や
南
海
難
波
駅
を
結

　
ぶ
案
な
ど
が
示
さ
れ
て
お

　
り
、
関
西
空
港
へ
の
ア
ク
セ

　
ス
改
善
が
狙
い
で
す
。
橋
下

知
即
『
コ

肖
／
″
”
難適

関西

氏
が
「
大
都
市
と
し
て
必
要

な
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
中
核
」

と
す
る
大
阪
駅
北
側
の
「
う

め
き
た
」
地
域
を
経
由
す
る

計
画
で
す
。

　
橋
下
氏
は
「
梅
田
を
起
点

に
考
え
る
と
短
縮
は
７
、
８

分
」
「
新
線
が
必
要
な
の
か

と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、
外

国
人
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で

く
る
こ
と
が
日
本
の
大
き
な

　
日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
の
橋
下

徹
大
阪
市
長
は
６
日
、
同
市
内
で
聞

か
れ
た
大
阪
府
・
市
と
関
西
経
済
３

団
体
主
催
の
新
年
互
礼
会
で
の
あ

い
さ
・
つ
で
、
市
営
地
下
鉄
の
民
営
化

な
ど
関
西
財
界
の
長
年
の
要
求
を
列

挙
し
た
上
で
「
維
新
の
会
、
橋
下

徹
、
嫌
い
で
結
構
。
た
だ
、
こ
の
方

向
性
に
向
か
っ
て
、
ど
う
か
お
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と
懇
願
し
ま
し

た
。

　
橋
下
氏
は
、
わ
ず
か
１
分
2
0
秒
ほ

ど
の
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
▽
市
立
病
院

廃
止
な
ど
の
口
実
と
し
て
き
た
二
重

行
政
の
解
消
や
府
市
統
合
▽
市
水
道

局
の
民
営
化
▽
市
営
地
下
鉄
・
バ
ス

の
民
営
化
▽
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
北
側
の
再

開
発
地
区
「
う
め
き
た
」
の
２
期
開

都構想実現へ懇願関西財界に゛お力を､、

成
長
戦
略
の
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
な
ど

と
述
べ
、
新
緑
建
設
を
正
当

化
し
ま
し
た
。
財
源
に
は
、

地
下
鉄
民
営
化
か
実
現
し
た

際
の
株
式
売
却
益
な
ど
を
示

唆
し
ま
し
た
。

発
▽
不
要
不
急
の
「
な
に
わ
筋
線
」

整
備
に
向
け
た
正
式
検
討
▽
淀
川
左

岸
線
の
延
仲
▽
カ
ジ
ノ
施
設
を
合
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
誘
致
－
の

７
項
目
を
列
挙
。
財
界
型
の
都
市
改

造
を
強
力
に
推
進
す
る
姿
勢
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
の
囲
み
取
材
で
は
「
経
済

界
は
政
治
的
に
中
立
で
結
構
だ
が
、

大
阪
都
構
想
に
は
ぜ
ひ
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
橋
下
氏
は
１
９
一
年
の
互
礼
会
で
は

　
「
道
州
制
」
を
掲
げ
、
関
西
財
界
に

対
し
て
「
選
挙
に
足
を
踏
み
入
れ
て

ほ
し
い
」
（
囲
み
取
材
）
と
要
求
。

1
3
年
に
は
、
関
西
財
界
に
「
僕
の
手

綱
を
引
い
て
」
と
秋
波
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
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